
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
福
祉
法

国
民
を
守
っ
た

科
学
者
の
闘
い
の

も
の
が
た
り

『チェルノブイリーCHERNOBYLー』
HBO局制作のミニシリーズ

事故の原因は
設計ミスを隠され続けてきたこと

１
２



チェルノブイリ原発事故の
火災は10日間で消火

放射能雲は世界中に広がり、欧州も汚染さ
れた。北海道などの牛乳からも放射能は検
出された。

世
界
中
の
人
は
知
っ
て
て
も

ソ
連
国
内
の
人
に
は

事
故
の
こ
と
は

か
く
さ
れ
て
い
た
ん
じ
ゃ

第
一
部

３
年
間
の
事
故
隠
し

３4



原発火災の消火には10日間がかかった

周囲30km圏の住民の移住が始まった

14万人の住民が１週間で何千台ものバスで移住した。

大きな団地群が廃墟となり、荷物の持ち出しはできず
二度と戻ることはできなかった。

住
民
は
何
も
知
ら
さ
れ
ず

た
だ
、
バ
ス
に
乗
せ
ら
れ
、

も
ど
れ
な
い
と
知
ら
さ
れ
た
。

56



ソ
連
国
内
で
は

子
ど
も
た
ち
の
人
数
分
の
ガ
ス
マ
ス
ク
は
用
意
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
放
射
能
が30

ｋ
ｍ
圏
外
に
な
が
れ
て
き
た
こ
と
は

知
ら
さ
れ
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
ヨ
ウ
素
剤
を
飲
ま
せ
な
か
っ
た
。

「やるべきことをやらなかった」ために小児甲状腺がんの
発症の増大。 それを認めたくない 立場の人たちのごまかし

78



チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
で
い
ち
ば
ん

注
目
さ
れ
た
被
害
は

小
児
甲
状
腺
が
ん

1

０
０
万
人
に
ひ
と
り
と
い
う

子
ど
も
に
は
め
ず
ら
し
い
病
気
。

そ
れ
が
事
故
の
あ
と
増
え
だ
し
た
。

放
射
能
の
せ
い
か
ど
う
か
、

「
科
学
の
世
界
」
で
は
、
な
か
な
か

認
め
ら
れ
な
い
。

い
や
、
認
め
た
く
な
い
人
た
ち
が

い
た
。

フランスの大人の甲状腺がんの増加

微量ともいえる放射能が世界中をかけめぐり
地球大で小さな異変は起きていた

9
10

は
事
故
が
発
生
し
た
１
９
８
６
年

「チェルノブイリ被害の全貌」（ヤブロコフ他）



国民に秘密を
もらしたら
許さない味も

ニオイ
も
ない

放射能は

わから
ない

だまって
いれば

そこは
汚染地
ですよ

生活習慣
病みたい
な症状に
なります

汚染され
た食品は
キケン

秘密主義に抗議して
失職した科学者たちもいた

1112



汚
染
地
で
亡
く
な
っ
た

人
の
骨
を
く
だ
い
て

ス
ト
ロ
ン
チ
ム
を

調
べ
て
い
こ
う
。

秘
密
に
さ
れ
て
も
！

わ
、

わ
か
り
ま
し
た

汚染地の住民に
だまったままで
いいのか！

事
故
の
時
、
国
民
を
放
射
能
か
ら

防
御
し
な
か
っ
た
後
遺
症
が

噴
き
出
し
始
め
て
い
た

出産の異常
も

報告され始
めたの！

あ
ら
ゆ
る
ト
ラ
ブ
ル
が

土
壌
汚
染
の
高
い
地
域
か
ら

始
ま
っ
て
い
た

ワタシハ
ストロンチム
被ばく

1314



と
う
と
う
う
事
故
か
ら
３
年
、

国
民
に
秘
密
の
ま
ま

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
総
会
が
始
ま
っ
た

国
民
を
思
う

三
人
の
科
学
者
た
ち
が

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
に

向
か
っ
て

走
っ
て
行
っ
た

途
中
で
撃
た
れ
る
の
を

覚
悟
し
な
が
ら

ベラルーシ

ウクライナ

ロシア

15
16



17
18

あ
な
た
は

コ
レ
を

知
っ
て
る
ん

で
す
か
！

セルゲイ博士ゴルバチョフ大統領



大
統
領
！

ウ
オ
ッ
カ
三
杯

飲
ん
で
る
間
に

お
さ
ま
り
ま
す
！

原発の設計ミスはかくして
運転員のせいにした

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
に
さ
え

事
故
の
影
響
は
隠
さ
れ
て
い
た
。

（
Ｋ
Ｇ
Ｂ
を
使
っ
て
も

わ
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
）

ソ
連
で
は
核
爆
弾
・
原
発
開
発
に

か
か
わ
っ
て
き
た
科
学
者
た
ち
の
組
織
は

国
家
の
秘
密
を
抱
え
る
こ
と
で
、
国
の

政
策
を
左
右
す
る
ほ
ど
特
権
化
し
た
。

大
統
領
さ
え
無
視
で
き
た
。

1920



21
22 イリイン博士 ゴルバチョフ大統領

汚
染
地
図

だ
ね
？
私
は

ず
っ
と
探
し
て

い
た
ん
だ

必
ず

公
開
す
る
と
も
！



事
故
か
ら
３
年
間

か
く
さ
れ
て
き
た

汚
染
地
図
が

公
開
さ
れ
た

ゴルバチョフ大統領は
官僚主義によって腐敗と秘密主義で停滞して
いたソ連邦を改革するために、「ペレストロ
イカ（改革）」「グラスノスチ（情報公

開）」を進めていた。しかし、汚染地図の公
開は、３年間の事故かくしや、旧ソ連の各共
和国のこれまでの不満の爆発のきっかけと

なった。

チェルノブイリから
移住したのに、ここも

汚染されてた！

23
24



KGBビル屋上
狙撃ポイント
から撮った写真
旧ソ連崩壊後
もらいました

世界中に保養運動を呼びかけた
ゲンナジー夫妻。夫は３か月入牢。

子どもたちを
助けて！
（小児科医）

撃たれるかもと
思うからみんな
ぎゅうぎゅうに
くっついてたわ

救
済
を
求
め
る
国
民
運
動
の
高
ま
り

結局、政府が事故対策をどうするのか？
責任を求める声があがりはじめた

2526



原発事故の放射能・死の灰
による被ばくの仕方

内部被ばくのことは
まだまだよくわかってな
いの。この写真は長崎の
原爆で亡くなった方の細
胞からまだ放射線が出て

るところよ

キ
ュ
リ
ー
夫
人

外部被ばく
水、空気、土など
生態系汚染

内部被ばく
・放射能吸い込み
・汚染食品の飲食
・汚染された水

2728



チェルノブイリ博物館（ウクライナ）
事故のあった原子炉の黒鉛チャンネルを模
した中に、病気になった子どもたちの写真
を入れて展示している。

被ばくの初期症状は、ヒロシマナガサキも
みな同じ。更年期障害の症状のように見える。

汚染された空気、水、食べ物などにより
子どもたちの抵抗力は低下。
いつ大きな病気を発症してもおかしくな

い状態で「チェルノブイリ・エイズ」と呼
ばれていた。

2930



外国で保養運動なんてしたら

気候が変わって具合悪くなる

（ウソ）。さわいで

問題を大きくするな！

保養運動はあっという間に世界中に広がった。
汚染地図の公開は世界中からの救援が必要だ

と誰もが感じたことだった。

小児甲状腺がんの多発により、国民は民族
滅亡の危機を感じていた。

こんなばかばかしい
デマも北海道まで届いていた

んですよ～怖

31
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第
二
部

国
民
を
ど
こ
ま
で
被
ば
く
さ
せ
る
か
、
決
め
る
の
は
誰
？

さ
て
、

汚
染
地
の
住
民
を

放
射
能
か
ら

ど
う
や
っ
て
守
る
？

私の案だ
と移住は

3万人

移住は

27万人

3334

国民を救え
国民は

わからない

ソ連の古い体質を
維持したい政治家
や科学者たちは
イリイン博士支持

このままでは国が
つぶれてしまうと危
惧する科学者たち

当
時
は
ソ
連
は
、ア
メ
リ
カ
と

並
ぶ
核
大
国
だ
っ
た
。

ウ
ラ
ル
の
核
惨
事
な
ど
隠
し
て

き
た
し
、原
発
の
設
計
ミ
ス
が

原
因
だ
と
い
う
こ
と
も
、隠
せ

る
と
思
っ
て
た
ん
だ
よ
。

国
民
は
私
た
ち
を
信
じ
る
し

か
な
い
し
、政
治
家
も
科
学
は

わ
か
ら
な
い
か
ら
さ
。

だ
か
ら
事
故
の
被
害
を
大

統
領
に
隠
し
て
き
た
し
、

移
住
さ
せ
た
く
な
い
の
ね
。

で
も
、27
万
人
の
国
民
が

危
険
な
と
こ
ろ
に
住
み
続

け
て
い
い
の
か
し
ら
？

イ
リ
イ
ン
博
士
の
基
準
は

か
な
り
高
汚
染
の
中
に
住

ま
わ
せ
る
も
の
だ
わ

人生最初
の数年で
350ミリも
ありえる！

0～70才ま
でずっと放
射能の中に
いて大丈
夫？

イ
リ
イ
ン
が
言
い
出
し
た

一
生
涯
３
５
０
ミ
リ
被
ば
く

大
丈
夫
と
い
う
デ
ー
タ
は

こ
の
世
に
存
在
し
な
い
の
だ

か
ら
、
こ
れ
は
批
判
が

た
か
ま
っ
て
当
然
だ

生涯
350ミリ
被ばくOK

34
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立



チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
当
時
は
１
５
の

共
和
国
な
ど
が
集
ま
っ
で
「
ソ
連
」
と

呼
ば
れ
た
国
家
体
制
だ
っ
た
の
。

ソヴィエト社会主義共和国連邦とは

「中距離（核）ミサイル全廃条約」署名

ソ連
ゴルバチョフ大統領

アメリカ
レーガン大統領

3536

西
側

東
側

そ
れ
ぞ
れ
の
科
学
力
・
核
爆
弾

な
ど
武
器
開
発
で
、
に
ら
み
合

い
「
冷
戦
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
も

西
と
東
の
対
立
の
再
燃
と
み
る

こ
と
も
で
き
す
。

１
９
８
７
年
の
ソ
連
と
ア
メ
リ
カ
の
こ

の
核
ミ
サ
イ
ル
全
廃
条
約
は
世
界
中
は

核
戦
争
の
危
機
が
遠
ざ
か
っ
た
と

ほ
っ
と
し
た
わ

われわれソ連の科学
は世界をリードでき
たのに！なんで核爆
弾を全廃するんだ？

土
壌
汚
染
を
徹
底
的
に
分
析

し
て
、
体
内
汚
染
、
そ
の
影
響

と
病
気
と
の
関
係
を
明
ら
か
に

し
て
い
く
ソ
連
の
科
学
者
の
被

ば
く
の
捉
え
か
た
は
、
西
側
の

研
究
者
と
は
ま
っ
た
く
ス
タ
ン

ス
が
違
っ
て
い
た
。

ホームページ
「政治経済塾」

11時間目・東西冷戦より

イラストhttps://tl.postposmo.com/ano-ang-cold-war/



小児甲状腺がんの初期の発症は土壌汚染が
高い５ミリシーベルト以上から始まっていた

私の被害
もお忘れ
なく！

5ミリシーベルト

1～5ミリシーベルト

1ミリシーベルトまで

ベ
ラ
ル
ー
シ
の
汚
染
地
図

3738

1986年事故発生時から、出生の低下、死亡率の増加の異
変も起こり始めていた。特に残業などしたことのない国々
の人たちが「突然死」しはじめた。彼らは「カローシ」と
呼んでいたが、原発事故での作業した人や高汚染地帯で起
こり始めていた。（図はベラルーシ）

キュリーという単位をここでは
わかりやすく、ミりシーベルト

に換算してあります

このままでは私たちは滅んで
しまう！５ミリシーベルト以
上に住んでる人たちをまず移

住させないと！

どちらもゆずら
ないから西側の
IAEAの意見を
聞いてみよう！と

政治家たちが決めた



広
島
の
放
射
線
影

響
研
究
所
の
所
長

で
あ
る
重
松
氏
が

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
代
表

と
い
う
こ
と
で
ベ

ラ
ル
ー
シ
の
み
な

が
喜
ん
だ
。

イ
リ
イ
ン
博
士

が
ソ
連
の
エ
リ
ー

ト
だ
っ
た
よ
う
に
、

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
も
ま
た
、

原
子
力
推
進
の
エ

リ
ー
ト
学
者
た
ち

の
組
織
だ
っ
た
。

原
子
力
発
電
へ

の
批
判
が
世
界
中

で
高
ま
っ
て
お
り
、

被
ば
く
の
問
題
を

大
き
く
し
て
ほ
し

く
な
か
っ
た
。

3940

私よりゆるゆ
るとは。仲良
くできそうだ
な。

世界基準は
１ミリだから

IAEAが
助けてくれる？

はずが…
はずが

だれも
移住させる
必要ないです



●
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て

私たち一般人は、１年間に
１ミリシーベルトまでと、日
本の法律で決められている。

１年に１ミリまで

広島の原爆認定のキワが１ミリシーベルト
長期間汚染地域に住んでる人のデータなど
存在するわけがなかった

自
然
放
射
線
に
加
え
て

人
工
放
射
能
を
国
民
に

被
ば
く
さ
せ
ら
れ
る
の
は

１
ミ
リ
ま
で
。

さ
ま
ざ
ま
な
被
害
か
ら

み
ち
び
き
だ
さ
れ
た
数
字
で

１
ミ
リ
で
安
全
と
い
う

意
味
で
は
な
い
の

私も被ばくで
白血病になったのよ。

キュリー夫人
日本の基準
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